
M1.師長編 第１回アンケート集計

2021 年度 研修終了報告
研修名：3 病院の結束―師長編― 第１回（全 3 回）
実施日：2021 年 6 月 30 日（水）10:00～16:00
方法 ：オンライン形式（ZOOM 使用）
講師 ：佐倉病院長 長尾建樹
    佐倉病院副院長・看護部長 髙橋初枝
アドバイザー：大森病院 副看護部長 節原光江
       大橋病院 副看護部長 安藤弓子
       佐倉病院 副看護部長 林 弥生
受講者：9 名（大森 3 大橋 3 佐倉 3）
目的 ：受講者自身が取り組む課題について同じ立場の仲間と語り合い、看護管理実践の表

を行いながら他者の意見を聴くこと・意見することを通じて 3 病院の看護師長が連
携する意義を再考する。

目標 ①自身の取り組みを他者に伝え、討議ができる
   ②討議を通して自身の取り組みを評価できる
   ③東邦大学 3 病院の看護師長として、3 病院の師長が連携する意義を考えられる

■学びになったこと・興味深かったことなど（抜粋）
・同じような体験をされている師長と出会い、共感できたことが何よりの財産になった。
・長尾院長の微分積分に置き換えた病院・病棟運営・活動等の講義は、理解し易かった。現

場の目標や目指す理想に向けた考え方を少し整理できることに生かせるのではないかと
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受講者アンケート結果（n＝7 回答率87.5％）

非常に満足 満足 普通 やや不満 不満
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思う。目標管理を改めて、振り返り、学びなおすことができた。
・3 病院師長との情報交換
・東邦の職員として「自然・生命・人間」から伝えられてきている信念というか思いを大事

にすることの意味を再認識することができた。3 病院師長が集まり、それぞれのおかれた
立場で問題・課題に取り組んでいることを共有し話し合うことで、一体感というか同志感
みたいな感覚がうまれ、他の研修では感じられない感覚で研修に参加できた。

・同じ立場の研修生とグループワークをすることで、具体的な意見交換ができ、日頃の自己
の管理行動を振り返る機会になった。

■意見・感想など（抜粋）
・3 病院の連携は、本当に参考になりました。同じ悩みや同じ状況におかれてたときの考え

を聞くだけでも、有意義な時間になります。自分自身も説明をすることで、整理が少しつ
くのが実感できました。

・このような機会を頂いて、本当にありがとうございました。リモートでも、このような機
会が継続されることを期待しています。

・師長経験 10 年以上だが、研修に参加することで、日頃の自己の管理行動を振り返る機会
となった。学び直しの機会にしたいと思う。ありがとうございました。

【まとめ】
今回の研修では、午前中に佐倉病院長と佐倉病院看護部長の講義を受け、午後からは 3 病

院混合メンバーで、事前課題としてまとめた部署分析結果から導き出した自部署の課題と
解決に向けた自身の取り組みをテーマにグループ検討を実施しました。グループ討議では、
3 病院の副看護部長がアドバイザーとして参加し、グループメンバーによる活発な意見交換
が行われました。

受講者アンケートの結果では、グループ討議の時間がもっと欲しかったというご意見が
ありました。この点については、次年度以降の計画立案時に再考したいと思います。その他
の研修内容については、受講者が概ね満足感を得られた研修となりました。なお、目的・目
標の達成度は、第 3 回目終了後に評価します。


